
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年度 森林づくり県民税について 

～事業の内容及び目標～ 

長野県 

平成3１年３月 



みんなで支える森林づくり 

 

長野県土の約８割を占める森林は、清らかな水や空気を育み、土砂災害や地球温

暖化を防止し、木材等の林産物を供給するなど、私たちの暮らしに欠かせない「多

面的機能」を有しており、これらの機能を金額に換算すると、県民一人あたり年間

約 140 万円の恩恵を受けていると試算されます。 

 

 先人たちのたゆまぬ努力により育まれた豊かな森林資源は、多面的機能を有する

私たちの貴重な財産であり、こうした森林を健全な姿で次の世代に引き継いでいく

ため、森林の恩恵を受けている県民みんなで森林づくりを支える仕組みとして、平

成 20 年度から「長野県森林づくり県民税」（通称：森林税）を導入し、里山の整備

を中心とした森林づくりに取り組んできました。 

 

 平成 30 年度からの第３期森林税では、引き続き里山の整備を中心としつつも、

「森林の多様な利用及び活用の推進」を使途に加え、新たな取組が始まっています。  

 

里山の整備については、防災・減災の観点から優先的に整備すべき箇所を明確に

して行う「防災・減災のための里山整備」、地域住民等による里山の利活用を進め、

自立的・持続的な森林管理の仕組みの構築を目指す「県民協働による里山の整備・

利用」の２つを軸に据え、市町村や地域の方々との連携を深めながら取組を進めて

まいります。 

 

事業の実施にあたっては、森林税の成果をより身近に感じていただける取組を充

実させるとともに、事業成果の検証や必要な制度・事業の見直し等を行いながら、

適正かつ有効な事業推進に努めてまいりますので、ご理解とご協力をいただきます

とともに、今後さらに効果を上げていくための森林税の活用方法などについて、ご

意見、ご提案をお寄せいただければ幸いです。 

 

 なお、本内容については、長野県森林づくり県民税条例（平成 19 年 12 月 27 日

条例第 58 号）第５条第１項により、毎年度定める森林税活用事業の内容及び目標と

して公表するものです。 

 

 

平成 31 年３月 
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